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要 旨
グローバライゼーションが進展する中，海外でキャリア形成を行う日本人が今後，増加する
と予想される。
このような視点から，2003年に電子メールによって世界各国の国際機関に勤務する日本人職
員にキャリア全般に関する第1次アンケート調査を行った。2007年には，日本人職員だけではな
く，全ての国籍の職員を対象に第２次アンケート調査を実施した。本稿はまず2003年に実施し
た第１次アンケート調査の結果を概観した上で，2007年に実施した第２次アンケート調査結果
の概要を報告するものである。調査結果を分析した結果，外国人職員の方が国際機関で働くた
めのキャリア計画を早い段階から行っていることが分かった。本文の後に日本人職員と外国人
職員を２つのグループに分け，各グループ内の満足度を３次元で集計した表を掲載した。
Ⅰ はじめに
本研究は国際機関に働く日本人職員の満足度や問題点などを分析し，国際的事業展開を進める日本
企業や海外でキャリア構築を目指す日本人の参考とすることを目的として始められた。
本稿では，2003年に実施した日本人国際公務員第１次アンケート調査からの分析結果の概要を報告
すると共に，2007年に全国籍の職員を対象に行った第２次アンケート調査を分析した結果を報告する。
Ⅱ 日本人国際公務員第１次アンケート調査の概要
１．予備調査
2001年から2002年にかけてジュネーブ，ニューヨーク，東京で日本人国際公務員25名に聴き取り調
査を行った。聴き取り調査の結果は，次に紹介する第１次アンケート調査の質問項目を作成する際の
準備資料とした。
２．日本人国際公務員第1次アンケート調査方法
詳細は東洋学園大学紀要第13号（2005年３月）に譲るが，各国際機関のメールアドレス作成規則に
従い，日本人職員録に含まれる氏名から暫定メールアドレスを作成し，741人の対象者にアンケートへ
の協力を求める電子メールを送付した。受信されなかったメール，および調査への協力を拒否するも
のを除き，2003年６月に541人に英文，および和文の調査票を電子メールで送った。有効回答は250件
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であったが，この中にはアソシエート・エキスパートと呼ばれる若手準専門家で非正規職員が55名，
政府機関からの出向者が25名含まれていたことから，これらの職員を除き，170名の日本人正規職員を
調査の対象とした。
Ⅲ 日本人国際公務員第１次アンケート調査の分析結果
１．回答者の属性
2003年に行った第１次アンケート調査から，国際機関で働く日本人正規職員の平均像を探ると表１
のようになる。
表１から分かるように，男女間で年齢，既婚率，日本での勤務年数についてはある程度隔たりがあ
るが，学歴，日本での勤務経験，勤務国数については男女間で大きな差は見られなかった。
２．集計値，相関分析，因子分析を通しての分析
詳細は「日本人国連機関職員のキャリア分析―電子メールを使ったアンケート調査からー」（日本労
務学会第36回全国大会報告論集）を参照してほしいが，アンケート調査の分析を通じ，次の事柄が明
らかになった。
⑴ 専門分野
職員の専門分野は回答の多い順に経済・社会開発，プロジェクト・プログラム管理，財務，政治，
人道援助であった。専門分野によって男女差は見られなかった。
⑵ 最終学位における専攻分野
最終学位における専攻分野は圧倒的に国際関係，商学・経営管理（MBA）/行政学（MPA）に集中
している。商学・経営管理（MBA）/行政学（MPA）の内訳を調べると，男性はMBA取得者比率が
高く，女性はMPA取得者比率が高い。最終学位における専攻分野は男性の場合，経営管理，経済，国
際関係，工学などに広く分散しているが，女性の場合は国際関係と開発学に集中している。
⑶ 入職方法（中途採用，内部昇進）
国際公務員アンケート調査からのキャリア分析
全 体 男 性 女 性
人数 166人? 79人（48％） 87（52％）
平均年齢 43歳 46歳 39歳
平均職位 P―４ P－４，Step４ P－３，Step５
既婚者 110人 66人（84％） 44人（51％）
最終学歴 博士号取得・課程修了 40人（26％） 22人 18人
修士 98人（64％） 40人 58人
学士（大学） 16人（10％） 11人 5人
日本での勤務経験有り 134人 67人（50％） 67人（50％）
日本での勤務年数 ７年 ９年 ４年
勤務国 2.4カ国 2.5カ国 2.3カ国
表１ 回答者（日本人正規職員170人）の属性
＊ ４名は性についての問に回答していない。
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職員の入職方法を表２に示すように中途採用グ
ループ（空席公募，採用ミッション）と内部昇進
グループ（AE/JPO）に分け，かつ各グループを男
女別に分類した。男性の場合は中途採用で入職す
るグループとAE/JPO等の試験に合格した後，下
位の職位から内部昇進するグループがほぼ同数で
あったのに対し，女性の場合はAE/JPOおよび国
連職員競争試験経由で入職した後，国連システム
内で内部昇進している職員の割合が多かった。
さらに相関分析を行い，２つのグループを比較すると，内部昇進グループは国連システム内での仕
事，生活に満足している。内部昇進の職員は比較できる他機関での職務経験が少なく，現在の職場で
の仕事，生活が一定の満足を与えているためと考えられる。一方，中途採用グループでは志を持ち，
職務満足度を高めたいと考え転職した者が多いと推測される。このグループは他組織における待遇レ
ベルを知っていることから，国連システムの給与・福利厚生をそれ程評価していない。さらに，国際
機関では職員は空席ポストに応募し，選考されなければ昇進できないため，特に内部昇進グループの
男性と中途採用グループの女性は積極的に転籍・異動を行い，自らのキャリア・アップに努めている
と考えられる。
⑷ 男女による比較
アンケート調査に回答した男性，女性職員の比率は表１からも分かるようにほぼ１：１であった。
相関分析を行った結果でも男女による差はあまり見られなかった。よって国連システムは性に関して
きわめて平等な職場であり，女性職員が男性職員と対等に働いていると判断することができる。相関
分析から女性職員が男女平等な職場環境の中で積極的に仕事に打ち込んでいることが分かる。さらに，
女性は国連システム内での転籍も含め，多くのポストを経験することにより職務満足度を高めている。
相関分析で見ると，職場での適応性に関しては，女性の方が男性と比較し途上国での勤務・生活によ
り対応している。
⑸ 日本人職員の要因分析
国連システムに働く職員の特徴を分析するために26項目について因子分析を行った。その結果，固
有値が１以上の因子が８つ抽出された。抽出された因子は表３に示した。これらの因子の特徴は次の
通りである。
第１の因子は「若年女性キャリア型」である。このグループの特徴として，女性であり，入職時期
が早く，職位が低い。このグループはAE/JPO制度や国連職員競争試験を経由して正規職員になった
内部昇進職員であろう。このグループは職務，生活，総合のいずれの満足度も高い。国連の福利厚生
に対しても満足している。すなわち，このグループは早い時期から職員になるべく努力し，その夢を
叶えられ，現在の国連機関での仕事，生活に満足していると言える。
男性 女性 合計
中
途
採
用
空席公募 27 14 41
採用ミッション 7 8 15
小計 34 22 56
内
部
昇
進
A/E・JPO 22 37 59
国連職員競争試験 6 14 20
YPP 5 6 11
小計 33 57 90
その他 13 8 21
合 計 80 87 167
表２ 入職方法による男女比
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第２の因子は「男性高職位中途採用型」である。このグループの特徴として，男性で職位が高く，
年齢が高く，かつ日本での勤務経験が長く，中途採用で国連機関に入職している。このグループは現
在の職務，生活に満足しておらず，総合満足度もプラスにはなっているものの，第１の「若年女性キャ
リア型」程高くない。このグループは給与，福利厚生についても不満を持っている。なお，このグルー
プは職位も高く，日本に戻り働くことも考えている。
第３の因子は「マイペース型」である。現在の職務，生活に満足しているグループである。このグ
ループは第１因子グループと同様，職務満足度，生活満足度，総合満足度のいずれも高い。現状に満
足しているのか，このグループは積極的に他国の事務所，機関の空席に応募し，高い職位に就こうと
は考えていない。このグループの職員は現在の先進国での勤務に満足しており，定年まで国連機関で
働きたいと考えている。日本に戻り働くことは考えていない。
第４の因子は「男性高学歴型」である。このグループの特徴として，男性であり，年齢はそれ程高
くないが，学歴は非常に高い。このグループの職員は先進国の本部で働いており，定年まで国連機関
に継続勤務することは考えておらず，機会があれば日本に戻り働くことを考えている。このグループ
の職員はほとんど勤務機関，勤務国を変えていない。
第５の因子は「途上国満足型」である。このグループの勤務地は開発途上国である。このグループ
の生活満足度は低いが，職務満足度はプラスであり，仕事に満足していることを示している。また，
このグループはポストや勤務国を頻繁に変えていることから，ローテーション・ポリシーのある人道
援助機関に勤務している職員と考えられる。このグループは定年まで国連機関で働こうと考えており，
日本に戻り働くことは考えていない。
第６の因子は「不満グループ型」である。このグループの特徴は学歴が最も低く，年齢は比較的高
い。このグループの最終学歴は大学卒であろう。国連機関は学歴社会であるが，このグループの職員
は自分の能力に見合った処遇を職場で受けていないという不満を持っているように思われる。このグ
ループの職務満足度，生活満足度，総合満足度はいずれもマイナスである。
第７の因子は「女性アドミン業務型」である。このグループは先進国にある機関の本部で総務・財
務などの管理部門で働く女性職員グループである。このグループの職務満足度，総合満足度は低い数
値を示しており，生活満足度は先進国に住んでいるにも関わらずマイナスである。本人たちは国連の
給与は低いと感じている一方，労働時間は増えたとも感じている。このグループは現在の仕事に満足
しているように思えないが，かといって他国への転勤も希望してお
らず，日本に戻り働くことも考えず，定年退職時まで国連機関で働
きたいと考えている。
最後の第８番目の因子は「途上国帰国検討型」である。このグルー
プは第５因子の「途上国満足型」と同様開発途上国で勤務している
が，年齢は第５グループよりも高い。このグループは職務満足度，
生活満足度，総合満足度が共にプラスであることから，現在の仕事，
生活に満足していると言える。しかしながら，このグループは将来
表３ 因子グループ
グループ名因子
１ 若年女性キャリア型
２ 男性高職位中途採用型
男性高学歴型４
マイペース型３
７ 女性アドミン業務型
８ 途上国帰国検討型
不満グループ型６
途上国満足型５
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日本に戻り働くことを真剣に検討している。日本に戻ることに関しては，８つのグループの中で最も
熱心である。
Ⅳ 第２次国際公務員キャリア調査
国際機関には180を超える国籍の職員が勤務しているが，日本人職員は国連システム内に３％を占
めているに過ぎない。2003年にアンケート調査を行って以降，外国人職員と日本人職員との比較研究
を行いたいと考えていた。また，2006年12月に独立行政法人労働政策研究・研修機構（JIL）の研究員
に今後の研究指針について尋ねたところ，全国籍の国際公務員を対象にアンケート調査を行い，日本
人職員と外国人職員の比較を行うことを示唆された。
上記のアドバイスを踏まえ，2003年に行った第１次アンケート調査時に作成した質問項目を再構築
した上で，2007年５月末に第2次アンケート調査を行った。
１．対象グループ
調査対象グループとしては契約期間が１年以上で，国籍は問わず，国際機関に雇用されている正規
職員を対象とした。加盟国の費用で賄われているアソシエート・エキスパート（A/E）や JPOは対象
外とした。
２．調査方法
第２次アンケート調査を実施するに際し，二つの問題が生じた。第１の問題は直近の日本人国際公
務員の人事データを入手することであり，第２の問題は外国人職員へのアプローチであった。
第１次アンケート調査は2003年６月10日に実施されたが，アンケート調査の実施時期と前後し，個
人情報保護の動きが高まっていた。日本では個人情報保護法は2003年５月23日に成立し，2005年４月
に施行されている。2003年に行った第１次アンケート調査の際には，関係機関の協力により，国際機
関に勤務している邦人職員録を入手することができたが，第２次アンケート調査が行われた2007年に
は，個人情報保護法が理由で最新の人事データを入手することができなかった。このため，第２次調
査時には，第１次調査時に送付したのと同じ日本人職員に電子メールで調査票を送り，協力を求めた。
回収数を増やすために，調査票の記入を依頼するカバー・レターには，他の有資格の日本人職員およ
び外国人職員に本調査に参加するよう働きかけるようお願いした。また，横山のホーム・ページ上に
調査票を掲載し，調査表をホームページからダウンロードできることを伝えた。
外国人職員に関しては，デンマーク・コペンハーゲンにあるUNDP JPO サービス・センター
（UNDP JPO Service Centre）に連絡し，協力を求めた。このセンターは現職UNDP職員，および
元国連準専門家（元Ａ/Ｅ・JPO）を対象にしたネットワークを管理している。過去に国連準専門家（元
Ａ/Ｅ・JPO）として働いた者の半数は国連機関で職員となっているか，国際協力の分野で働いている
という。JPOサービス・センターが元Ａ/Ｅ・JPOのネットワークに第２次アンケートの調査票を配信
することができると回答してくれたことから，調査票の電子メールでの配信を依頼した。
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３．第１次アンケート調査と第2次アンケート調査との関係
アンケートに回答した日本人職員は第１次調査時と比較すると少ない。この理由として，辞職や勤
務機関の変更などで送信した電子メールの内，約30％が本人に受信されずに返送されたこと，日本人
職員が個人情報の開示に慎重になったことなどが考えられる。
日本人職員の回答者数は90人と少ないが，第１次調査の回答結果とほぼ同じ内容であった。また，
外国人職員の回答者は29人と少ないが，外国人国際公務員と日本人職員の比較を行った研究は現在ま
で行われたことはない。よって，日本人と外国人の職員の比較分析を行ったという意味で第２次調査
は意義があると考えられる。
４．第２次アンケート調査回答者の属性
2007年に行った第２次アンケート調査から，国際機関で働く日本人正規職員と外国人職員の平均像
は表４のようになる。
表４を概観すると，アンケート調査に回答した日本人職員と外国人職員の属性に関してはそれほど
大きな差は見られない。日本人職員と外国人職員の相違・特徴などは次節で述べる。
表４ 回答者（日本人および外国人正規職員90人）の属性
１人（3%)７人（11％）８人（９％）学士（大学）
20人（69％）43人（70％）63人（70％）修士
７人（24％）６人（10％）13人（14％）最終学歴 博士号取得・課程
20人（69％）37人（60％）57人（63％）既婚者
P-4Step 6P-3Step 9P-4Step4平均職位
41歳44歳43歳平均年齢
０人２人（２％）２人（１％）無記名
11人（38％）32人（52％）43人（48％）女性
18人（62％）28人（46％）46人（51％）人数内訳 男性
29人61人90人人数
外国人職員日本人職員全 体
その他 ４人（４％） ５人（8%) １人（3%)
UN勤務機関数 1.8機関 1.6機関 2.0機関
勤務国 2.4ヵ国 2.1ヵ国 3.3ヵ国
勤続年数 12年 12年 11年
専門職の部下の数 ８人 ７人 ６人
一般職の部下の数 11人 ７人 10人
国連入職前勤務 ５年 ６年 ４年
国連入職前勤務機関 1.6機関 1.5機関 1.7機関
正規職員年齢 32歳 32歳 31歳
税込み基本給（年俸） US$103,549 US$100,816 US$106,898
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５．分析
本節では，回答された調査データを日本人職員，外国人職員の２グループに区分し，各グループが
各質問項目に対しどの程度満足しているかを５段階に分けて３次元での分析を行った。次の事柄が分
析の結果，分かった。
⑴ 年齢 日本人職員の平均年齢は44歳，外国人職員の平均年齢は41歳であった。平均年齢で見る
と，外国人職員の方がやや若い。両グループ共，年齢が高いほど満足度が高い。
⑵ 国籍 外国人回答者の国籍を調べると，29名の回答者のうち開発途上国出身者は３名のみであり，
10％を占めるに過ぎない。さらに，回答者の国籍を調べると，ヨーロッパ出身者が78％を占めてい
た。よって，第２次調査における外国人職員の回答者はほぼ先進国出身，その中でもヨーロッパ出
身の職員である。
⑶ 勤務国 日本人職員で開発途上国に勤務しているのは34％（21人）であり，先進国勤務が66％
を占めている。一方，外国人の場合は，開発途上国勤務が69％を占め，先進国勤務は31％に過ぎな
い。
⑷ 勤務国数 日本人職員は平均２.1ヵ国の勤務を経験しているが，外国人職員は3.3ヵ国を経験
している。外国人の場合，勤務国数が多い方が満足度は高い。
⑸ 勤続年数 勤続年数の平均は日本人の場合は12年，外国人職員の場合は11年とほぼ同じであ
る。両グループとも共通して，勤続年数が長くなる程，職員の満足度が高い。
⑹ 学歴 ２グループ間で学歴に関して顕著な違いは，博士課程修了者，あるいは博士号取得者に
見られる。日本人の場合，博士号保持者あるいは課程修了者は回答者の中で10％を占めているが，
外国人職員の場合は25％を占めている。すなわち，外国人職員の場合，４人に１人は博士号を取得
しているか，博士課程を修了している。
⑺ 最終学歴での専攻分野 日本人職員の26％が「国際関係」（International Relations）を最終学歴
で専攻しており，この分野での専攻が突出している。「国際関係」以外では，日本人の最終学歴での
専攻分野は広く様々な分野に分散している。一方，外国人職員の場合，「経済」が27％，「国際関係」
が19％と専攻分野はこの２分野に集中している。
⑻ 勤務機関 日本人回答者は国連システム内の21機関に勤務しており，人数を見ると国連からの
回答が３３％を占めている。一方，外国人職員の回答者は８機関に勤務しており，回答者の人数か
らみると，50％がUNDP勤務者である。
⑼ 職位 日本人職員の平均職位は P-3Step 9，外国人の平均職位は P-4Step 6である。両グ
ループとも，職位が高くなるほど，満足度が高い。
? 平均年収 回答者の職位，ステップから回答者の税込み基本給（年俸）を計算した。日本人職
員の平均基本給は約10万800ドル（US＄ 100,816），外国人職員の場合は約10万7,000ドル（US$
106,898）であった。
国際機関に勤務する職員は上記税込み基本給の約30％をスタッフ・アセスメントと呼ばれる，本
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国に勤務していたら支払うであろう税額を差し引いた金額を手取り給与として受け取っている。実
際の職員の手取りの年収は上記基本給×0.7＋地域調整給＋教育補助金（１人につき最高年額約
17,584ドルまで）が加算された金額である。たとえば，2008年８月１日付のデータでみると，職位
が P-４，Step ３で結婚し子供が二人おり，ニューヨークで勤務する場合，税引き後の年俸（基本
給＋地域調整＋扶養手当の年額）はUS$124,502，ジュネーブの場合はUS$138,031，バンコクでは
US$106,845である。さらに，22歳までの子供がいる場合には，上記の額に教育補助金が加算される。
こうしてみると，国際機関に働く職員への待遇はずば抜けて良いとも言えないが，決して低いとも
言えない。特に学齢期の子供を持つ職員にとって，国際機関の給与は良いと言えよう。
? 部下の人数 日本人職員が管理・監督している専門職職員の平均人数は７名，外国人職員の場
合は６名であり，両グループの間に大きな差は見られない。一般事務職の部下の平均人数は，日本
人の場合は７名であり，外国人職員の場合は10名である。外国人職員の方が開発途上国の事務所で
多くの一般事務職の部下を持っているからと考えられる。
? 現在の職域 日本人の回答者の現在の職域は「経済・社会開発」，「管理業務・人事」，「プロジェ
クト管理」，「人道援助」等々と広く分散している。他方，外国人職員の現在の職域は「経済・社会
開発」，「プロジェクト管理」の２分野に集中している。⑻で述べたように，日本人の場合は２１機
関の勤務者からの回答であり，外国人職員はその半数がUNDPに勤務していることと関係してい
るように思われる。
? 入職前の勤務先 日本人は民間企業（34％），政府・政府系機関（26％），大学・研究機関（20％）
を経由して国際機関に勤務している。他方，外国人の場合は，政府・政府系機関出身が50％を占め，
大学・研究機関出身は19％と，日本人の場合とほぼ同じ比率である。しかし，民間企業出身者は10％
と，日本人の３分の１に過ぎない。
? 入職年齢 両グループに違いはなく，日本人の場合は32歳，外国人の場合は31歳である。
? 入職方法 約80％の日本人職員はAE/JPO制度（38％），国連職員競争試験（23％），空席公募
（18％）のいずれかの方法で国際機関に入職している。他方，外国人職員の場合，回答者の90％は
A/E・JPO制度（62％），空席公募（28％）の２つの方法で入職している。外国人職員の半数はUNDP
で働いており，UNDPでは JPO制度経由で正規職員になる者が多い。このことがA/E・JPO制度
出身者が多いことと関係していると考えられる。国連職員競争試験は分担金割合と比較して職員数
が少ない国の職員を増やすことを目的として創設された試験であり，日本，ドイツ，イタリアが主
な対象国である。日本人でこの制度によって国連事務局に入職した職員は回答者の23％を占めてい
るが，外国人でこの試験から入職した職員は１名（３％）のみである。
? 志望動機 両グループとも「開発途上国支援」，「自分の専門分野を生かす場」を志望して国際
機関に入職している。日本人の場合，「世界平和への貢献」が３番目の志望動機となっているが，外
国人職員でこの項目を選択した者は少ない。
? 入職のための準備 日本人の場合，国際機関に入職するための準備として「大学院での修士号
取得」が30％を占めているが，「特に何もしなかった」と答えた者も26％いた。すなわち，国際機関
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に勤務している日本人の４分の１は，特別の準備をすることなく国際機関に入職していることが分
かる。
他方，外国人職員の32％は，国際機関で働くために「関連分野での職務を経験」しているが，「特に
何もしなかった」と答えた職員も日本人の場合と同様28％いた。
? 専門分野の満足度 両グループとも，非常に高い。
? 入職後の自己啓発 日本人の自己啓発は「職場内外での講習」が39％，「他の語学コース受講」
が27％を占めた。一方，外国人職員は「職場内外での講習」が44％，「他の語学コース受講」が22％
であった。自己啓発について，日本人とそれ以外の職員の間に大きな違いは見られなかった。
? 労働時間 日本人で「非常に満足」，「やや満足」と回答した職員は79％，外国人の場合は83％
であった。労働時間に関しては，両グループとも高い満足を示した。
? 福利厚生 両グループとも福利厚生に関し，高い満足を示した。なお，外国人の場合，最も高い
「非常に満足」を選択した者は48％いたが，日本人で「非常に満足」を選択した者は31％であった。
? 勤務地での満足度 両グループとも，80％以上が「非常に満足」か「やや満足」と回答した。
? 働くうえで重要な要素 複数回答で質問したところ，日本人職員は「対人能力」，「柔軟性」，「専
門分野」，「語学能力」の順に回答したが，外国人職員の回答は「柔軟性」と「対人能力」の２つに
集中した。
? 勤務地での適応困難な事項 勤務地での適応困難な事柄として，両グループとも安全，信頼で
きる医療機関へのアクセスなど仕事に関係しない一般的な事柄を挙げた。仕事の内容，上司との関
係，同僚との関係が適応困難な事項と指摘した職員は両グループとも少数であった。
? 懸案事項 日本人の場合，仕事面で懸案事項が「特になし」が47％おり，「昇進」が27％であっ
た。他方，外国人の場合は「契約の更新」が30％，「昇進」が30％，「特になし」が36％であった。
この調査の対象とした職員の半数がUNDPに勤務しており，UNDPでは期限付き契約が主流と
なっている。このことから「契約の更新」が懸案事項のトップに挙がったと考えられる。
仕事以外の懸案事項に関しては，２つのグループの間に大きな違いが見られた。日本人の場合は
32％が「高齢の親の世話」，20％が「子供の教育」を挙げた。日本人職員の３人に１人が親の老後を
心配していることが分かる。一方，外国人の場合は，「別の国に暮らす家族・親しい友人から離れて
暮らすこと」が34％と最も高く，２番目に「子供の教育」が28％と続く。外国人で「高齢の親の世
話」を選択した者は１人もいなかった。
? 定年までの勤務 両グループとも，約70％の職員は定年まで国際機関で働こうと考える一方，
20％弱の職員は定年まで国際機関に働くつもりはない，あるいは定年まで国際機関に勤務すること
に疑問を示している。
? 国連システム外の機関への転職 国際機関での現在の仕事・生活に対し日本人は79％，外国人は
86％が非常に高い満足を示している。一方，３分の１以上の職員（日本人35％，外国人38％）は国
連を辞め，国連システム外の機関で働くことを真剣に考えた経験を持っている。
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Ⅴ 考察
前節では集計値を基に日本人職員と外国人職員のキャリア分析を行った。分析の際，外国人の回
答者はヨーロッパ出身者が大半であり，開発途上国出身者は少ないことに留意しなければならない。
また，外国人職員の半数はUNDPに勤務していたので，その回答はUNDPという開発援助機関の人
事政策の影響を受けていると考えられる。
上記 IVの分析を概観すると日本人職員と外国人職員の外形的特徴はほとんど変わらないことが分
かる。日本人職員と外国人職員が国連システムで正規職員として働き始めた年齢は32歳，31歳とほぼ
同年齢である。また，国連システムでの勤務年数は日本人，外国人とも，12年，11年とほぼ同じであ
る。また，平均年齢を比較すると日本人は44歳であり，外国人の場合は41歳である。このように２つ
のグループ間の外形的相違は少ないと思われるが，詳細にデータを調べると２つのグループに次の特
徴や違いが見られた。
第一の特徴として，日本人は先進国勤務が多いことが挙げられる。第１次アンケート調査でも日本
人で先進国に勤務する比率が高かったが，第２次調査でも日本人職員の３分の２は先進国に勤務して
おり，開発途上国に勤務している職員は３分の１に過ぎない。一方，外国人職員の３分の２は開発途
上国に勤務しており，先進国に勤務している職員は３分の１である。
第２の特徴は，外国人職員は自己のキャリア・アップに積極的なことである。外国人職員の平均年
齢は41歳と日本人より３歳若いが，外国人の方が昇進が早い。外国人職員の平均職位は P-4Step６
であり，日本人の場合は P-3 Step 9である。昇進は通常，現在の勤務国外の一つ上の職位のポスト
に応募し，選考されることにより実現される。２つのグループの職員の勤務国数を調べると，外国人
は3.3ヵ国，日本人は2.1ヵ国である。また，高い職位ゆえに，外国人の方が税込み基本給（年俸）に
おいてUS$6,000程高い報酬を得ている。
第３の特徴は外国人と日本人では国際機関入職までのキャリア・パスが異なり，外国人職員の方が
早い時期から国際機関でのキャリアに向け準備を行っていることである。国際機関で働き始める前の
勤務先を比較すると，日本人の34％は民間企業からの転職，次に26％が政府・政府系機関からの転職・
移籍，20％が大学・研究機関からの入職である。日本人の３人に１人は民間企業経由で国際機関に入
職している。このグループは入職に向けての準備を20代後半から30代の初めに開始している。
一方，外国人の入職前の職場は，政府・政府系機関が50％，大学・研究機関が19％，民間企業は10％
である。外国人職員の場合，政府のODA事業に勤務していた者やODA関連事業のコンサルタント
として勤務した者の割合が高く，民間企業からの転職者は少ないように考えられる。
次に，学位と最終学歴での専攻分野を比較してみると，外国人の場合は25％，すなわち４人に１人
は博士課程を修了しているか博士号を取得している。一方，日本人の場合，その比率は10％に過ぎな
い。また，最終学歴での専攻分野を見ると，日本人の場合「国際関係」を専攻した者がずば抜けて多
く，残りは広く他の専門分野に分散している。一方，外国人の場合は「経済」，「国際関係」の２分野
に集中している。国際機関，特にUNDPでは開発途上国を支援するために経済分野の専門家の需要が
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高い。
さらに，国際機関で働くための準備に関する質問では，外国人の３分の１は「関連分野の職務経験」
を持ったと答えているのに対し，日本人の３分の１は「大学院に進学し，修士号の学位を取得した」
と答えた。
以上から，外国人職員の方が日本人職員よりも国際機関に働くための準備を早い段階から積極的に
行っている。
第４は仕事外の懸案事項が日本人と外国人で異なることである。日本人の３分の１は「親の世話」
を懸案事項として選択しているが，外国人の３分の１は「離れて暮らす家族のメンバーや遠くにいる
友人からの別離」を選択している。外国人で「親の世話」を選択した者はいなかった。ヨーロッパで
は社会保障制度が整備されていることから「親の世話・老親の介護」を心配しなくても良いのか，そ
の他の理由なのかは分からない。しかし，日本人が海外で長期間働くためには，たとえば日本の介護
保険制度や成人後見人制度を海外で働く日本人に積極的に情報提供し，親の老後に関する心配を軽減
させる必要があろう。今後，民間部門でも海外に長期間働く日本人が増加すると考えられることから，
海外で長期間勤務する日本人を対象に日本に生活する高齢の親の面倒を見る制度の創設を検討する必
要があると考えられる。
第５は約80％の日本人および外国人ともに国際機関での仕事に満足しているが，約３分の１の両グ
ループの職員は国際機関を辞め，機関外の職場への転職を真剣に考えたことがあると回答している。
日本人を対象とした第１次アンケート調査においても転職については同様の回答が得られた。その際，
転職の理由で最も多い回答は「自分の能力・知識を他の分野で活かしたい」であった。転職先は大学・
研究機関と回答した者が最も多かった。日本人も外国人も，国連という機関に拘ることなく，自分の
能力を活かす機会があるならば積極的に転職する意思があることが分かる。
Ⅵ 結論
第２次アンケート調査は国際機関に勤務する日本人職員と外国人職員のキャリア全般に関する比較
分析を行ったものである。日本人職員と外国人職員の比較を行った研究は今まで行われていない。ア
ンケート調査に回答した職員数は少ないものの，初めて比較分析が行われたという点で，本調査は意
義があると考えられる。
上記?考察で示したように，第２次アンケート調査の結果から，外国人職員が日本人より国際機関
で働くためのキャリア計画を早い段階から立て，実践していることが分かった。日本人の場合は民間
企業でサラリーマンとして働いた後に国際機関に入職いている者が多いが，外国人職員の場合は政
府・政府系開発援助機関で働いた後に国連機関に入職した者が多い。学歴・最終学歴での専攻分野を
見ても，外国人職員の多くが国際機関で行われている事業と関係のある分野での専門教育を受け，か
つ関連分野の職務を経験してから国際機関に応募している。外国人の方が入職のための準備を周到に
行っており，入職後も，外国人の方がキャリア開発に積極的に取り組んでいると結論づけることがで
きる。
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注本研究は東洋学園大学の平成15，16，17，18，19年度特別研究費により実施された。本研究では横山が聞き取
り調査，アンケート調査表の作成を担当し，中村がデータ管理を担当した。データ分析は共同で行った。
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